
 

 

物  質  名 トリクロロフルオロメタン ＤＢ－39 

別  名 
トリクロロモノフルオロメタン、

フロン-11、CFC-11、R-11 

構 造 式 

 

CAS 番号 75-69-4 

PRTR 番号 第 1 種 288 

化審法番号 2-2365 

分子式 CCl3F 分子量 137.37 

沸点 23.7℃（760 mmHg）1)
 融点 －111℃ 1)

 

蒸気圧 8.03×10
2 
mmHg（25℃、実測値）2)

 換算係数 1 ppm = 5.62 mg/m
3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 2.53（実測値）3)
 水溶性 1.1×10

3（25℃、実測値）4)
 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 吸入 LC50 100,000 ppm (562,000 mg/m
3
) (30 min) 

5)
  

 ラット 吸入 LC50 130,000 ppm (730,600 mg/m
3
) (15 min) 

5)
  

 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 0、41～73、245～450 mg/kg/day を 90 日間（最初の 4 週間は 7 日/週、残りは 5 日/

週）強制経口投与した結果、投与群で血液、臨床化学、組織への影響はなかったとの報告 6) が

ある。 

・ラットの雄に 0、488、977 mg/kg/day、雌に 0、538、1,077 mg/kg/day を 78 週間（5 日/週）強

制経口投与した結果、雄の 488 mg/kg/day 以上の群及び雌の 538 mg/kg/day 以上の群で生存率

の有意な低下を認め、胸膜炎、心膜炎の発生率の増加もみられた。なお、対照群及び投与群

の約 90～100％が肺炎に罹り、これが早期死亡の要因となった可能性が考えられた 7) 。 

・雄ラットに 0、16.2、54.5、218 mg/kg/day を 1 ヵ月間（休日を除く）強制経口投与した結果、

54.5 mg/kg/day 群の脾臓でうっ血、軽度のヘモジデリン沈着、リンパ濾胞の増生、218 mg/kg/day

群で 8/15 匹の死亡、肝臓で限局性細胞浸潤、中心静脈周辺の軽度のうっ血、腎臓で間質の限

局性細胞浸潤、尿細管の軽度の拡張、リンパ濾胞の散在がみられた 8)。この結果から、NOAEL

を 16.2 mg/kg/day（ばく露状況で補正：14 mg/kg/day）とする。 

・マウスに 0、1,962、3,925 mg/kg/day を 78 週間（5 日/週）強制経口投与した結果、1,962 mg/kg/day

以上の群の雌で用量に依存した生存率の有意な低下傾向を認めたが、体重や組織への影響は

なかった 7) 。この結果から、LOAEL を 1,962 mg/kg/day（ばく露状況で補正：1,400 mg/kg/day）

とする。 

・ラット、モルモット、イヌ、サルに 0、1,008 ppm を連続 90 日間吸入させた結果、1,008 ppm

群のラット、モルモットで肝臓の軽度の退色、全動物種の肺で炎症性の組織変性がみられ、

イヌで血液尿素窒素量の著明な上昇を認めた。なお、ばく露群のサル 1/8 匹が 78 日で死亡し、

剖検で肺の表面に出血がみられた。また、ラット、モルモット、イヌ、サルに 0、10,250 ppm

を 6 週間（8 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、ばく露群のラット、モルモットで肝臓の軽

度の退色、ラット、モルモット、サルの肺で炎症性の組織変性、ラットで心筋細胞溶解、心

筋炎がみられ、イヌで血中尿素窒素量の著明な上昇を認めた 9)。これらの結果から、ラット、

モルモット、イヌ、サルの LOAEL を 1,008 ppm（5,665 mg/m
3）とする。 

・イヌに 5,000 ppm を 90 日間（6 時間/日）吸入させた結果、血液成分、臨床化学パラメータ、



 

組織検査で影響はなかった。また、ラットに 10,000 ppm を 90 日間（6 時間/日）吸入させた

試験でも、同様に影響はなかった 10) 。 

・ラット、ウサギに 0、25,000、50,000 ppm を 15 日間（1 時間ばく露×2 回/日）吸入させた結

果、ラット、ウサギの 50,000 ppm 群で酸素消費量の減少、血中の血糖、乳酸の増加、ラット

の 50,000 ppm 群及びウサギの 25,000 ppm 以上の群で血中の尿素の減少がみられた 11)。 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットに 0、1,000、10,000、36,000 ppm を妊娠 6 日から 15 日まで吸入（6 時間/日）させた結

果、36,000 ppm 群で眼瞼下垂、流涙、流涎等がみられ、胚死亡の有意な増加を認めた  12）との

報告がある。 

・ウサギに 0、1,000、10,000、36,000 ppm を妊娠 6 日から 18 日まで吸入（6 時間/日）させた結

果、36,000 ppm 群の母ウサギで母毒性（詳細不明）がみられ、10,000 ppm 以上の群で胎仔の

胸部及び腰部の過剰肋骨の発生率の増加、36,000 ppm 群で早期胚死亡、胎仔の低体重がみら

れた 13)との報告がある。 

・本物質単独の知見ではないが、混合物の吸入試験の知見が得られたため、参考として以下に

記載した。 

ラット、ウサギに本物質及びジクロロジフルオロメタンの混合物（10：90）200,000 ppm をラ

ットには妊娠 4 日から 16 日、ウサギには妊娠 5 日から 20 日まで吸入（2 時間/日）させた結

果、ラット及びウサギで胚、胎仔への影響や奇形はなく、出生仔でもばく露に関連した生存、

成長への影響はなかった 14)
 。 

ヒ ト へ の 影 響 

・眼に入ると発赤、痛み、皮膚に付くと皮膚の乾燥、吸入すると息切れ、不整脈、錯乱、嗜眠、

意識喪失を生じる。液体は凍傷を起こすことがある。心臓血管系、中枢神経系に影響を与え、

心臓障害、中枢神経抑制を生じることがある。意識が低下することがある。液体に長期また

は反復ばく露すると、皮膚の脱脂を起こす 15)。 

・ボランティアに 250、500、1,000 ppm を 1 分間～8 時間ばく露させた結果、血液検査、心電図、

脳波図、肺機能、認知テスト等への影響はなかった。また、ボランティアに 1,000 ppm を 2

～4 週間（8 時間/日、5 日/週）ばく露させた結果、認知テストのスコアが有意に低下した 16) 。 

・本物質の吸入による致死中毒例で、本物質は心臓、肺、脳、肝臓、血液、腎臓、脾臓で検出

され、心臓での濃度が最も高かった。死因としては、カテコールアミンに対する心筋の増感

によって生じた不整脈及び心停止、または閉鎖環境で本物質が飽和し、低酸素血症から窒息

したことが考えられた 17)。 

・本物質及びその他のフロンガスを含む 13 種類の家庭用品を、女性 20 人が 4 週間使用した結

果、ばく露期間中に乳酸脱水素酵素（LDH）の上昇がみられたが、正常範囲内であり、血液

検査、呼吸器等への影響はなかった 18)
 。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH 
19)

 TLV-CEILING 1,000 ppm（5,620 mg/m
3）  

 日本産業衛生学会 
20)

 最大許容濃度 1,000 ppm（5,600 mg/m
3）  

 



 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 16.2 mg/kg/day（脾

臓のうっ血、ヘモジデリン沈着など）を採用し、ばく露状況で補正して 14 mg/kg/day とし、試

験期間が短いことから 10 で除した 1.4 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露については、ラット、モルモット、イヌ、サルの中・長期毒性試験から得られた

LOAEL 5,665 mg/m
3（全動物種で肺の炎症性の組織変性、イヌで血中尿素窒素の上昇など）を

採用し、LOAEL であることから 10 で除し、試験期間が短いことから 10 で除した 57 mg/m
3を

暫定無毒性量等に設定する。 
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